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１．対象地域の状況
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○九州横断自動車道 延岡線は、熊本県御船町を起
点として、宮崎県五ヶ瀬町、高千穂町、延岡市に至
る計画延長約95kmの高速自動車国道である。

○そのうち、熊本県上益城郡山都町～宮崎県西臼杵
郡高千穂町、宮崎県西臼杵郡日之影町～延岡市
北方町は、未事業化区間となっている。

対象地域の状況

１．九州横断自動車道 延岡線の概要
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34

計画延長 約 95㎞

事業中延長 26.3㎞

開通済延長 14.9㎞

■九州横断自動車道 延岡線

※H30.2月現在の道路網

２

※H30.2月現在の道路網

九州横断自動車道 延岡線

一般国道218号

五ヶ瀬高千穂道路

延長9.2㎞
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２．地域の現状と課題（人口・暮らし）

２．人口・高齢化

資料： H27国勢調査

対象地域の状況

○対象地域（五ヶ瀬町・高千穂町）には、約１．７万人が居住しているが、減少傾向にある。
○高齢化率は、約４割となっており、全国平均、宮崎県平均を大幅に上回っている。
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【人口増減率の状況】

【高齢化率の推移】

【人口の推移】

高齢化率が年々増加

4資料：H27 国勢調査

延岡市延岡市

日之影町日之影町

高千穂町
-36.1％
高千穂町
-36.1％

五ヶ瀬町
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※ S55とH27の国勢調査結果の比較

ほぼ横ばい状態
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２．地域の現状と課題（人口・暮らし）

３．交通特性

対象地域の状況

○五ヶ瀬町と高千穂町は結びつきが強く、移動目的は通勤・通学が約５割を占める。
○通勤通学時における利用手段の約８割が自動車に依存し、依存度は年々増加傾向にある。

【五ヶ瀬～高千穂間の移動目的】

【通勤通学の交通手段】

【現況交通流動】
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1百台/日以下

1～5百台/日

5～15百台/日

15～30百台/日

30百台/日以上

通勤・通学
４９％

通勤・通学
４９％

業務・物流
３１％

業務・物流
３１％

観光・余暇など
４％

観光・余暇など
４％

送迎
１０％
送迎
１０％

家事・買物
２％

家事・買物
２％

その他
４％

その他
４％

資料：平成22年道路交通センサスＯＤ

資料：平成22年道路交通センサスＯＤ
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２．地域の現状と課題（観光振興）２．地域の現状と課題（人口・暮らし）

４ ．地域の特色

対象地域の状況

○対象地域は、第一次産業の就業比率が高く、全国有数の肉用牛飼育数を誇る畜産地域である。

○対象地域には、宮崎県一の観光入込客数を誇る「高千穂峡」など、著名な観光地が広く点在する。

※沿線地域：五ヶ瀬町、高千穂町

宮崎県、熊本県の肉用牛の
飼育数は全国で上位

沿線地域の肉用牛の
生産シェアは高い

資料： H26生産農業所得統計資料：H28畜産統計
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浄専寺

【肉用牛の飼育頭数】 【農業産出額】

【対象地域周辺の観光地】
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【部門別就業人口】

第1次産業：約３割
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※第一次産業：農業･林業 第二次産業：製造業 第三次産業：サービス業

国見ヶ丘
高千穂地域
162万人

五ヶ瀬地域
41万人

高千穂神楽（高千穂神社）



２．一般国道２１８号五ヶ瀬高千穂道路の概要

九州地方整備局
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【計画概要】

【事業の経緯等】

一般国道２１８号五ヶ瀬高千穂道路の概要

・事 業 名：一般国道218号 五ヶ瀬高千穂道路

・区 間：宮崎県西臼杵郡五ヶ瀬町～宮崎県西臼杵郡高千穂町 ・延 長：約9.2km

・車線数：2車線 [自動車専用道路] ・計画交通量：7,200台／日 ・全体事業費：約470億円

・H25.10 ：第1回九州地方小委員会；計画段階評価手続き着手
・H27. 3    ：第2回九州地方小委員会
・H30. 2 ：第3回九州地方小委員会

【事業位置図】

【標準断面図】

・一般部

・橋梁部

・トンネル部

ご か せ たか ち ほ

にし うすき ご か せ ちょう にし うすき たか ち ほ ちょう

（単位：ｍ）

8

五ヶ瀬高千穂道路
延長 9.2㎞
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五ヶ瀬町役場

高千穂町役場

・防災点検要対策箇所５箇所
・平面線形が厳しい箇所２９箇所
・チェーン規制４３回/10年

H28熊本地震により被災(落石)
片側通行止め

H23.9.20(冠水)6.5h
片側通行止め

0 2km1km



３．一般国道２１８号五ヶ瀬高千穂道路の
課題と整備効果

九州地方整備局
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延岡市

宮崎市

日向市

八代市

福岡市

北九州市

別府市

大分市

【小倉】

【飯塚】

【福岡】

【目達原】

【久留米】

【大村】

【別府】

【小郡】

【湯布院】

【玖珠】

【北熊本】

【川内】

【健軍】

【国分】

【都城】

【えびの】

熊本市

諸塚村

椎葉村

210

佐伯市

約264km

救援ﾙｰﾄ間隔は

約50km/1本

西都市

日南市

10

１．災害時にも機能する信頼線の高いネットワークの確保

【課 題】
●並行現道の国道218号は、政府が定める「緊急輸送ルート」に指定された南海トラフ地震発生時における重要な支援路線。
●当該区間の現道は、九州横断道延岡線の未事業化区間の中でも平面及び縦断線形の厳しい箇所や防災点検要対策箇所

が最も集中して存在し、過去10年間の片側通行止めや冬季チェーン規制が多数発生するなど、災害に対して非常に脆弱。

【整備効果】
○現道の線形が厳しい箇所や防災点検要対策箇所等を回避し、 災害時の救援活動等においても機能する信頼性の高い

高速ネットワークを形成。
〔平面・縦断線形が厳しい箇所 現況：60箇所⇒整備後：0箇所、防災点検要対策箇所 現況：5箇所⇒整備後：0箇所〕

▲H28熊本地震 国道218号（写真①） ▲冬期の積雪・凍結状況（写真②）

国道218号
至 延岡

高速道路
一般国道
陸上自衛隊駐屯地

山都町

熊本県
や ま とちょう

五ヶ瀬町役場

・防災点検要対策箇所５箇所

・平面線形が厳しい箇所２９箇所

・チェーン規制４３回/10年

並行現道

高千穂町

宮崎県

た か ち ほ ちょう

高千穂町役場五ヶ瀬町
ご か せ ちょう

写真②

写真①

H23.9.20(冠水)6.5h
片側通行止め

H28熊本地震により被災(落石)
片側通行止め

一般国道２１８号五ヶ瀬高千穂道路の課題と整備効果

■緊急輸送道路指定状況と災害履歴 ■国道218号の現道状況と被災状況

国道218号
至 熊本

津花TN

五ヶ瀬市街地
（熊本県） （宮崎県）

久慈市

いわき市勿来

救援ﾙｰﾄ間隔は

約35km/1本

45

6

約515km

15ﾙｰﾄ

宮城県

福島県

岩手県

4

救援ﾙｰﾄ

東北沿岸地域
（東日本大震災時）

▲自衛隊による救援活動

縦断勾配が厳しい箇所（i＞5%）

5.1% 5.2% 5.6%

6.7%
7.2%

7.0%

6.0%

6.0%
6.0%

6.4%
5.5%

5.6%

5.0%
6.0% 5.0%

5.8%
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２．救急医療施設までの速達性・走行性の向上

【課 題】
●五ヶ瀬町、高千穂町には第３次救急医療施設がなく、３町総人口の約５割が60分以内に到達できない状況。
●管外搬送件数が増加傾向にあり、搬送経路の現道に線形が厳しい区間が多数存在し、患者への負担が大きい。
●第３次救急医療施設へのアクセス性向上による医療サービス水準の地域間格差の解消が必要。

【整備効果】
○第３次救急医療施設までの救急搬送時間短縮（最大22分短縮）により、60分以内に到達可能なカバー人口が増加。

特に五ヶ瀬町では約５割と大幅に増加。
〔第3次救急医療施設への60分圏域カバー人口 現況：17,500人（55％）⇒整備後：26,600人（84％）〕

五ヶ瀬高千穂道路
ごかせ たか ち ほ

独立行政法人国立病院
機構熊本医療センター

済生会
熊本病院

熊本赤十字病院

熊本側病院へ

の60分圏域
県立延岡病院

への60分圏域

五ヶ瀬町
ご か せ ちょう

県立延岡病院

熊本県
宮崎県

山都町
や ま と ちょう

高千穂町
たか ち ほ ちょう

資料：H27国勢調査人口メッシュ

一般国道２１８号五ヶ瀬高千穂道路の課題と整備効果

資料：西臼杵広域行政事務連合 消防本部

（件）

H22 H23 H24

150

H25 H26 H27 H28

９４ ９８

１２６
１２０

１４７

１１３

１４５

100

0

※１：２事業整備：九州横断道延岡線（嘉島～矢部）＋高千穂日之影道路
※２：３事業整備：九州横断道延岡線（嘉島～矢部）＋高千穂日之影道路＋五ヶ瀬高千穂道路

：現況 ：２事業整備後※１ ：３事業整備後※２ ：第3次救急医療施設

■管外搬送件数
（五ヶ瀬町、高千穂町）

■第3次救急医療施設への60分圏域

■地域の意見

年々増加傾向

10.8 9.6 9.5 9.5 9.4

18

0

5

10

15

20

東 京 宮 崎 岩 手 茨 城 福 島 宮崎県

高千穂町

■救急要請から現場到着までの時間

（分）

九州平均
8.8

全国ワースト
２位 宮崎県平均より

約８分遅い

※西臼杵消防本部から五ヶ瀬町町役場
までの所要時間

※

資料：平成29年版 救急救助の現況

■60分圏域人口の増加

・将来、地域住民の約半数が高齢化を迎える中、九州
中央道が開通すると、搬送時間の短縮はもちろん、
搬送中の振動・揺れが少なくなるため、患者さんの
苦痛を軽減し、容体悪化も防ぐことができる。

(H27九州中央自動車道建設促進地方大会の声)

現況

高千穂町五ヶ瀬町山都町合計 高千穂町山都町合計

3事業整備後

五ヶ瀬町

：第3次救急医療施設への60分圏域外
：第3次救急医療施設への60分圏域内

1.75万人
(55%)

1.45万人
(45%)

（万人）

0.75万人
(49%)

0.78万人
(51%)

0.39人
(100%)

1.00万人
(78%)

0.28万人
(22%) 2.66万人

(84%)

0.54万人
(16%)

1.31万人
(86%)

0.22万人
(14%)

0.20万人
(51%)

0.19万人
(49%)

1.15万人
(90%)

0.13万人
(10%)
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■一般国道218号 五ヶ瀬高千穂道路を利用した観光圏域】

五ヶ瀬ワイナリー 高千穂峡浄専寺

３．回遊性の向上による広域的な観光振興の支援

【課 題】
●宮崎県一の観光客数を誇る高千穂町は、東九州道等の開通の影響などにより、観光客数が年々増加傾向で、平成27

年には過去最高の162万人に達している。
●五ヶ瀬町の観光地は、東九州道等から移動時間を要すため、観光客が十分に取り込めておらず、伸び悩んでいる状況。

【整備効果】

○五ヶ瀬町と高千穂町の移動時間短縮と走行性向上により、東九州道等からの観光圏域が広がり、観光客の増加が期待
され、五ヶ瀬、高千穂地域の観光振興を支援。 〔五ヶ瀬⇔高千穂の移動時間 現況：16分⇒整備後：8分（8分短縮）〕

12

一般国道２１８号五ヶ瀬高千穂道路の課題と整備効果

資料：平成23年～平成27年宮崎県観光統計

： 主要な観光地
： 延岡ＪＣＴ・ＩＣから片道60分圏（現況）
： 延岡ＪＣＴ・ＩＣから片道60分圏

（一般国道218号五ヶ瀬高千穂道路整備後）

（万人）

資料：平成27年 宮崎県観光
入込客統計調査結果

■宮崎県観光地・観光施設TOP5

高千穂町
（高千穂峡等）

西都原
古墳群

鵜戸神宮

青島
（青島神社）

酒泉の杜

（万人）
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高千穂町

五ヶ瀬町

33 34
42 41

135 137
145 143

162万人

蔵田～北方開通
（H27.4）

東九州道開通

伸び悩み
30

宮崎県第１位

・西側の新幹線や縦貫道と東側の東九州道が繋がることで、
高千穂・延岡を軸とした新たな回遊ルートが確立し、周遊
性強化や活性化に繋がる。

（九州観光推進機構ヒアリング結果）

■五ヶ瀬町、高千穂町の観光動向



４．費用便益分析結果

九州地方整備局
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14

便 益 Ｂ ／ Ｃ

走行時間短縮便益 約351億円

合 計

約 396億円

1.1＝

2.4＝
※

走行経費減少便益 約 34億円

交通事故減少便益 約 11億円

事 業 費

事 業 費

改良費 約 96億円

約 435億円
（約 336億円）

合 計

約 493億円

（約 353億円）

橋梁・トンネル・IC費 約 321億円

その他工事費 約 9億円

用地補償費 約 9億円

維持管理費
約 57億円

（約 17億円）

396億円

353億円
※上段：単純合計（税込）
下段：現在価値化後

［ ］書き上段：現在価値化後の便益
下段：現在価値化後のコスト

※嘉島ＪＣＴ～延岡ＪＣＴを対象とした場合

2,021億円

855億円

費用便益分析結果



５．とりまとめ

九州地方整備局
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高千穂町 五ヶ瀬町

・起終点：宮崎県西臼杵郡五ヶ瀬町～宮崎県西臼杵郡高千穂町

・延長等：９．２km（第1種第3級、2車線、設計速度80㎞/h）

・全体事業費：

約４７０億円

・計画交通量：

７，２００台／日

１．事業概要

・現道の課題箇所を回避し、災害時の救援活動等においても機能する信頼性の高い高速ネットワークを形成
・第３次救急医療施設へのアクセス性向上により、救急搬送などの医療活動を支援
・東九州自動車道等と連携した広域観光ルートの形成による観光振興を支援

①走行性が低く、被災リスクが高い現道

そ よ う た か ち ほ

に し う す き た か ち ほ ち ょ う

嘉島JCT

益城熊本
空港IC
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郡
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穂
町
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き
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か

ち

ほ
ち
ょ
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凡 例

：開通済区間

：事業区間

：調査中区間

：対象区間

図２ 事業位置図

乗用車 小型貨物 普通貨物

約3,700台/日 約1,400台/日 約2,100台/日

２．課題

■費用便益分析結果（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

B/C EIRR※１ 総費用 総便益

２．４
（１.１）

１５．３％
（４.７％）

８５５億円※2

（３５３億円※2）
２，０２１億円※2

（３９６億円※2）

甲佐町
こう さ まち

西原村
にし はら むら

美里町
み さと まち

山都町
やま と ちょう

五ヶ瀬町
ご か せ ちょう

椎葉村
しい ば そん

諸塚村
もろ つか そん

延岡JCT・IC

延岡市
のべ おか し

日之影町
ひ の かげ ちょう

高千穂町
たか ち ほ ちょう

熊本市
くま もと し

図１ 広域図

福岡県

佐賀県

長崎県

大分県

鹿児島県

熊本県

宮崎県

■道路ネットワークの防災機能評価結果

改善
ペア数

脆弱度
（防災機能ﾗﾝｸ） 累積脆弱度の変

化量

改善度
評価

整備前 整備後 通常時 災害時

２６
（8）

0.50
[Ｃ]

（0.88）
[Ｃ]

0.20
[Ｂ]

（0.61）
[Ｃ]

▲283.4

（▲130.3）

0.12

（0.06）

0.36

（0.38）
◎

注）上段の値は嘉島JCT～延岡JCTを対象とした場合、下段（ ）書きの値は事業化区間を対象にした場合の防災機能評価結果

注）上段の値は嘉島JCT～延岡JCT・ＩＣを対象とした場合、下段（ ）書きの値は事業化区間を対象にした場合の費用便益分析結果
※1：EIRR：経済的内部収益率 ※2：基準年(Ｈ29年)における現在価値記入（現在価値算出のための社会的割引率：４%）

宮崎県
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五ヶ瀬高千穂道路

一般国道２１８号 （九州横断自動車道延岡線） 五ヶ瀬高千穂道路に係る新規事業採択時評価
ご か せ た か ち ほ

効果３ 広域観光ルート形成による観光振興 [◎]
・五ヶ瀬町と高千穂町の移動時間短縮と走行性向上により、東九州道等からの観光圏域が

広がり、観光客の増加が期待され、五ヶ瀬、高千穂地域の観光振興を支援。[図６]

図７ 整備後の防災機能ランク

九州横断自動車道延岡線

：広域拠点

：交通拠点

：地域拠点

：被災拠点
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嘉島JCT～延岡JCT・IC

33 34 30
42 41

135 137 145 143
162万人

蔵田～北方開通
（H27.4）

東九州道開通

・山都町、五ヶ瀬町、高千穂町には第３次救急医療施設
がなく、３町総人口の約５割にのぼる約1.4万人が60分
以内に熊本市、延岡市の第３次救急医療施設へ到達で
きない状況。[図４]

・第３次救急医療施設へのアクセス性向上による医療
サービス水準の地域間格差の解消が必要。

②医療サービス水準の地域間格差

図４ 整備前後の第３次救急医療施設への60分圏域

▲H28熊本地震 国道218号（写真①）

五ヶ瀬町役場

図３ 国道２１８号の現道状況と被災状況

高千穂町役場

山都町役場

蘇陽支所

写真①

▲冬季の積雪・凍結状況（写真②）

五ヶ瀬町

熊本県

宮崎県

ご か せ ちょう

並行現道

写真②

・当該区間の並行現道である国道218号は、政府が定める「緊急輸送ルート」に指定されており、南海トラ

フ地震発生時における宮崎県北部、大分県南部地域の想定被災者約14万人を支援する重要な路線。

・しかし、当該区間の現道は、九州横断道延岡線の未事業化区間の中でも平面及び縦断線形の厳しい箇

所や防災点検要対策箇所が最も集中して存在し、特に被災リスクが高い区間。 [図３]

・そのため、当該区間の現道では、過去１０年で、片側通行止め２回、冬季の

チェーン規制が４３回発生するなど、災害に対して非常に脆弱。 [図３]

H23.9.20(冠水)6.5h
片側通行止め

③観光拠点への低い速達性
・宮崎県一の観光客数を誇る高千穂町は、東九州道等の開通の影響などにより、観光客
数が年々増加傾向で、平成27年には過去最高の162万人に達している。 [図５]

・一方で、五ヶ瀬町の観光地においては、東九州道等からの移動時間を要すため、観光客
が十分に取り込めておらず、観光客数は伸び悩んでいる状況。[図５、図６]

３．整備効果
効果１ 防災機能の向上 [◎]
・現道の線形が厳しい箇所や防災点検要
対策箇所等を回避し、 災害時の救援活
動等においても機能する信頼性の高い
高速ネットワークを形成。

[現道課題箇所の回避]

平面線形が厳しい箇所：【現況】29箇所→【整備後】0箇所

縦断線形が厳しい箇所：【現況】31箇所→【整備後】0箇所

防災点検要対策箇所 ：【現況】 5箇所→【整備後】0箇所

効果２ 救急医療アクセスの向上 [◎]
・第３次救急医療施設までの救
急搬送時間短縮（最大22分短
縮）により、60分以内に到達
可能なカバー人口が増加。特
に五ヶ瀬町では約５割と大幅
に増加。[図４]

[第３次救急医療施設への60分圏域人口カバー率]
山 都 町 ：【現況】 約 7,500人（49％）→【整備後】 約13,100人（86％）

五ヶ瀬町：【現況】 0人（ 0％）→【整備後】 約 2,000人（53％）

高千穂町：【現況】 約10,000人（78％）→【整備後】 約11,500人（90％）

合 計：【現況】 約17,500人（55％）→【整備後】 約26,600人（84％）
※整備後は、事業中箇所と当該路線（五ヶ瀬高千穂道路）が開通した状況

※１：２事業整備：九州横断道延岡線（嘉島～矢部）＋高千穂日之影道路
※２：３事業整備：九州横断道延岡線（嘉島～矢部）＋高千穂日之影道路＋五ヶ瀬高千穂道路

熊本赤十字病院

山都町
やま と ちょう

熊本側病院へ
の60分圏域 県立延岡病院
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熊本県
宮崎県

五ヶ瀬高千穂道路
ごかせたかちほ

：現況 ：２事業整備後※１ ：３事業整備後※２ ：第3次救急医療施設

独立行政法人国立病院
機構熊本医療センター

済生会
熊本病院

・防災点検要対策箇所５箇所
・平面線形が厳しい箇所２９箇所
・チェーン規制４３回/10年

伸び悩み
三ヶ所神社

熊本県
山都町

天安河原

天岩戸神社

高千穂峡

国見ヶ丘

五ヶ瀬ﾜｲﾅﾘｰ

うのこの滝

幣立神宮 浄専寺

宮崎県

五ヶ瀬町

高千穂町
： 主要な観光地
： 延岡ＪＣＴ・ＩＣから片道60分圏（現況）
： 延岡ＪＣＴ・ＩＣから片道60分圏

（五ヶ瀬高千穂道路整備後）

蘇陽峡

北川IC

延岡JCT･IC

図６ 五ヶ瀬高千穂道路を利用した観光圏域
五ヶ瀬ワイナリー

高千穂峡

図５ 五ヶ瀬町、高千穂町の
観光入込客数
（資料：平成23年～平成27年宮崎県観光統計）

五ヶ瀬⇔高千穂の移動時間：【現況】16分→【整備後】8分（8分短縮）

五ヶ瀬⇔高千穂が
８分短縮し、圏域拡大

高千穂の
観光地域
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観光地域
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H28熊本地震により被災(落石)

片側通行止め

（万人）
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一般国道２１８号 （九州横断自動車道延岡線） 五ヶ瀬高千穂道路に係る新規事業採択時評価
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計画縦断図 全体延長：9.2㎞
土工延長：3.2㎞(36%)
橋梁延長：1.4㎞(14%)
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蘇陽～高千穂
そよう たかちほ

済生会熊本病院

熊本赤十字病院

高千穂町
たか ち ほ ちょう

県立延岡病院

熊本県

宮崎県

⑤地域産業への支障
○高千穂町などの沿線地域は、全国有数の肉用

牛飼育地域であるが、急カーブ・急勾配での

輸送を強いられているため、品質低下を招く

などの課題が発生。

延岡市

宮崎市

日向市

八代市

福岡市

北九州市

別府市

大分市

【小倉】

【飯塚】

【福岡】

【目達原】

【久留米】

【大村】

【別府】

【小郡】

【湯布院】

【玖珠】

【北熊本】

【川内】

【健軍】

【国分】

【都城】

【えびの】

熊本市

諸塚村
椎葉村

210

3

3

3

10

10

10

佐伯市

約264km

救援ﾙｰﾄ間隔は

約50km/1本

西都市

日南市

九州横断自動車道延岡線（蘇陽～高千穂）における計画段階評価

１．九州中央地域の課題 ２．原因分析

３．政策目標
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図2 第３次救急医療施設からの60分到達圏

①災害時にも機能する信頼性の高いネットワークの確保
②熊本市・延岡市の第３次救急医療施設への速達性・走行性の向上
③熊本市・延岡市への移動の速達性・安全性の向上による雇用・定住の促進
④歴史・文化的資源を活かした回遊性の向上による広域的な観光振興の支援
⑤走行性、速達性向上による産業活動の支援

図1 九州の横断軸の状況

図5 国道218号の道路状況

そ よう たか ち ほ

④観光拠点への低い速達性
○沿線地域には、宮崎一の観光客数を誇る高千

穂など、歴史・文化等の多彩で魅力ある観光

地が多数存在。（図４）

○近隣には九州一の観光客数を誇る阿蘇くじゅ

う地域が存在し、周遊性の向上が課題。

①限られた横断軸の緊急輸送路が脆弱
○宮崎県沿岸地域は、南海トラフ地震等により

甚大な被害を受ける可能性が高い。

○一方で、横断軸となる高速道や国道の本数は少

なく、救援ルートは限られている状況。(図１)

○これらの道路においては、これまでも災害

による通行止めが発生するなど、道路ネット

ワークとして脆弱。

②熊本～延岡間の走行性・速達性が確保されていない
○当該区間の現道は、九州横断道延岡線の未事業化区間の中でも平面線形及び縦断勾配の

厳しい箇所が最も集中して存在し、救急患者の安静搬送や、地域産業である肉用牛の輸

送に影響し、品質保持の確保が困難。

○また、熊本市～延岡市間の高速ネット

ワークの整備率が低いため、速達性の

確保が困難で、救急患者の迅速な搬送

や、定住促進による地域活性化、高千

穂地域と阿蘇くじゅう地域などが連携

した広域的な周遊性観光の支援が困難。

R218旧蘇陽町大野
（H17.9）

線形不良箇所

1

2

21

久慈市

いわき市勿来

救援ﾙｰﾄ間隔は

約35km/1本

45

6

約515km

15ﾙｰﾄ

宮城県

福島県

岩手県

4

救援ﾙｰﾄ

東北沿岸地域
（東日本大震災時）

高速道路

一般国道
陸上自衛隊駐屯地

：第3次医療施設

：第2次医療施設
（沿線の緊急病院）

：第3次医療施設までの
60分到達圏

九州中央地域は、60分以
内に第３次救急医療施設
に到達できない状況。

②高次医療サービス水準に格差
○山都町、五ヶ瀬町、高千穂町においては、熊

本市・延岡市の第３次医療施設へ60分以内に

到達できない地域が存在。（図２）

○管外搬送件数が年々増加傾向にあるなか、搬

送ルートとなる国道218号には急カーブ、急勾

配の区間が多数存在し、救急搬送時の患者へ

の負担が大きい状況。（図３）

山都町
やま と ちょう 五ヶ瀬町

ご か せ ちょう

▲H28熊本地震による被災（写真①） ▲冬季の積雪・凍結状況（写真②）

山都町
高千穂町役場

山都町役場
蘇陽支所

写真①

・防災点検要対策箇所７箇所

・平面線形が厳しい箇所４７箇所

・チェーン規制４３回/10年

写真②

五ヶ瀬町

高千穂町熊本県

宮崎県

ご か せ ちょう

た か ち ほ ちょう

や ま と ちょう

並行現道

①被災リスクが高い現道
○当該区間の現道は、九州横断道延岡線の未事業化区間の中でも防災点検要対策箇所が最も

集中して存在。

○そのため、自然災害による通行止め（過去１０年で、全面通行止め１回、片側通行止め２回（写

真①）や、冬季のチェーン規制（写真②）が４３回発生するなど、災害に対し非常に脆弱。（図５）

③定住促進への支障
○宮崎県北地域は、人口減少の進展や、高齢

者の割合が高いなど、定住・自立による地

域活性化が課題。

図3 管外搬送件数（高千穂町、五ヶ瀬町の合計）

（件）

H22 H23 H24

150

H25 H26 H27 H28

年々増加傾向にある

９４ ９８

１２６
１２０

１４７

１１３

１４５

100

0
蘇陽～高千穂の並行現道(R218)
急カーブ:47箇所、急勾配:40箇所

国道218号
至 熊本

H28熊本地震により被災(落石)
片側通行止め

H23.9.20(冠水)6.5h
片側通行止め

国道218号
至 延岡

馬見原 五ヶ瀬市街地

津花TN

（熊本県） （宮崎県）

縦断勾配が厳しい箇所（i＞5%）

図4 高千穂地域や阿蘇くじゅう地域などの
広域周遊観光

独立行政法人国立病院
機構熊本医療センター

五ヶ瀬町役場

高千穂町

宮崎県

熊本県

山都町

熊本市

阿蘇ファームランド
332万人

阿蘇くじゅう地域
1,586万人

通潤橋
20万人

高千穂峡
162万人

五ヶ瀬
ワイナリー
3万人

矢部

高千穂峡

通潤橋



案Ａ、案Ｂの標準断面図 案Ｃの標準断面図

九州横断自動車道延岡線（蘇陽～高千穂）における計画段階評価

４．対策案の検討

[計画概要]

・路 線 名：九州横断自動車道延岡線（蘇陽～高千穂）
・区 間：熊本県上益城郡山都町～宮崎県西臼杵郡高千穂町
・概略延長：約２０ｋｍ ・車 線 数：２車線
・種級区分：第１種第３級 ・設計速度：８０ｋｍ／ｈ
・概ねのルート：図６案Ａのとおり

図6 蘇陽～高千穂における対策案検討

(参考)当該事業の経緯等
地元調整の状況等

・H25.10 ：第1回九州地方小委員会；計画段階評価手続き着手
・H25.11～12：第1回意見聴取（地域の課題と政策目標(案)）
・H27. 3 ：第2回九州地方小委員会
・H29. 2～ 3：第2回意見聴取（対応方針(複数案)の検討に際し重視する項目）
・H30. 2 ：第3回九州地方小委員会

地域の要望等
・H29. 5：宮崎県知事が国土交通大臣政務官に早期事業化要望

・H29. 6：熊本県知事・宮崎県知事が国土交通副大臣、財務副大臣に早期事業化要望

・H29. 7：九州中央自動車道建設促進期成会が国土交通大臣政務官に早期事業化要望

・H29.10：熊本県知事・宮崎県知事が国土交通大臣、財務省に早期事業化要望

・H29.11：九州中央自動車道建設促進期成会が国土交通省、財務大臣政務官に

早期事業化要望

・H30. 1：九州中央自動車道建設促進期成会が国土交通省に早期事業化要望
・H30. 1：宮崎県知事、延岡市長が国土交通大臣に早期事業化要望

・H30. 2：宮崎県知事が国土交通大臣政務官に早期事業化要望
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：【案Ａ】集落へのアクセス性と高速性、定時性を確保した案 （別線整備：V＝80㎞/h）

：【案Ｂ】最短で拠点間を結び高速性、定時性を確保した案 （別線整備：V＝80㎞/h）

：【案Ｃ】沿道からの利用のしやすさに配慮し、全線において既存の現道を改良し活用する案（現道改良：V＝60㎞/h）

： 行政界

至

熊
本
市

至

延
岡
市

【案Ａ】別線整備案（南ルート）

【案Ｃ 現道改良案】

【案Ｂ】別線整備案（北ルート）

深角IC
(仮称)

至 阿蘇市
至 阿蘇山

至 高森町
至 阿蘇山

至 五ヶ瀬ハイランドスキー場
至 椎葉村

至 諸塚村

評 価 項 目 【案Ａ】 別線整備案（南ルート） 【案B】 別線整備案（北ルート） 【案C】 現道改良案

ルートの趣旨 集落へのアクセス性と高速性、定時性を確保したルート 最短で拠点間を結び高速性、定時性を確保したルート 沿道からの利用のしやすさに配慮し、全線において既存の現道を改良し活用するルート

指 標 延長 約２２㎞ 自動車専用道路タイプ(設計速度：８０km/h） 延長 約２１㎞ 自動車専用道路タイプ(設計速度：８０km/h） 延長 約２６㎞ 一般道路タイプ(設計速度：６０km/h）

政

策

目

標

防災 災害時の代替路機能 ○ ・別線整備により代替路が確保される ○ ・別線整備により代替路が確保される × ・現道利用のため代替路が確保されない

医療

第3次医療施設までの搬送時間 ○ ・熊本や延岡の救急医療施設までの搬送時間の短縮が見込まれる △
・熊本や延岡の救急医療施設までの搬送時間の短縮が見込まれるが、短縮時間は案Ａより
小さい

△
・熊本や延岡の救急医療施設までの搬送時間の短縮が見込まれるが、短縮時間は案Ａより小
さい

第3次医療施設までの走行性 ○ ・現道の線形不良箇所を回避するため、走行性が向上し、患者への負担軽減が見込まれる ○ ・現道の線形不良箇所を回避するため、走行性が向上し、患者への負担軽減が見込まれる △
・現道の線形不良箇所を改良するため、走行性が向上し、患者への負担軽減が見込まれるが、
交差点が存在するため案A、案Bより小さい

雇用
・

定住

生活拠点から市街地までの移動時間 ○ ・生活拠点から市街地までの移動時間の短縮が見込まれる △ ・生活拠点から市街地までの移動時間の短縮が見込まれるが、短縮時間は案Ａより小さい △ ・生活拠点から市街地までの移動時間の短縮が見込まれるが、短縮時間は案Ａより小さい

生活拠点から市街地までの安全性 ○
・現道の線形不良箇所や防災点検要対策箇所を回避するため、走行性、安全性向上が見込
まれる

○
・現道の線形不良箇所や防災点検要対策箇所を回避するため、走行性、安全性向上が見込
まれる

△
・現道の線形不良箇所や防災点検要対策箇所を改良するため、走行性、安全性向上が見込ま
れるが、交差点が存在するため案A、案Bより小さい

観光 観光地間の移動時間 △ ・阿蘇～高千穂～五ヶ瀬間の移動時間の短縮が見込まれるが、短縮時間は案Ｂより小さい ○ ・阿蘇～高千穂～五ヶ瀬間の移動時間の短縮が見込まれる △ ・阿蘇～高千穂～五ヶ瀬間の移動時間の短縮が見込まれるが、短縮時間は案Ｂより小さい

産業
産業拠点間の走行性 ○ ・現道の線形不良箇所などを回避するため、走行性の向上が見込まれる ○ ・現道の線形不良箇所などを回避するため、走行性の向上が見込まれる △

・現道の線形不良箇所などを改良するため、走行性の向上が見込まれるが、交差点が存在す
るため案A、案Bより小さい

産業拠点間の移動時間 ○ ・熊本や延岡の産業拠点までの移動時間の短縮が見込まれる △ ・熊本や延岡の産業拠点までの移動時間の短縮が見込まれるが、短縮時間は案Ａより小さい △ ・熊本や延岡の産業拠点までの移動時間の短縮が見込まれるが、短縮時間は案Ａより小さい

道
路
整
備
に
よ
る
影
響

生活
環境

大気質・騒音等 △
・集落・市街地に近接した箇所を一部通過するため、案Ｂより生活環境に影響を与える可能
性が大きい

○ ・集落・市街地を概ね回避するため、生活環境に影響を与える可能性は小さい × ・集落・市街地に近接・通過するため、案Ａより生活環境に影響を与える可能性が大きい

自然
環境

動物の生息地や植物の生育地等 △ ・動植物の生息地付近を一部通過するため、案Ｃに比べて影響を与える可能性がある △ ・動植物の生息地付近を一部通過するため、案Ｃに比べて影響を与える可能性がある ○ ・動植物の生息地付近を概ね回避するため、影響を与える可能性は小さい

移転が必要となる家屋等の数 △ ・集落・市街地に近接した箇所を一部通過するため、案Ｂより影響が大きい ○ ・集落・市街地を概ね回避するため、影響は小さい × ・集落・市街地に近接・通過するため、案Ａより影響が大きい

沿道からの利用 △
・インターチェンジ限定のため、案Cよりアクセス性は低いが、主要集落を通過するため案Bよ
りは高い

× ・インターチェンジ限定であり、かつ主要な集落からも離れているため、アクセス性は最も低い ○ ・一般道路のためどこからでもアクセス可能

発現の時期 △ ・インターチェンジ間の部分開通は可能 △ ・インターチェンジ間の部分開通は可能 ○ ・現道を改良するため、開通したところから効果発現が見込める

整備に要する費用 △ 約９００～９５０億円 × 約９５０～1,０００億円 ○ 約８００～８５０億円

事業中

一般国道

主要地方道

一般県道

町役場

消防署

病院

観光施設

産業施設

線形不良箇所（R<150m）

縦断線形不良箇所（i>5％)

小学校

中学校

高校

自然公園第1、2種特別地域

防災点検要対策箇所

そ よう たか ち ほ

（単位：m） （単位：m）
対応方針(案)：【案Ａ】別線整備案（南ルート）による対策が妥当



○一般国道218号 五ヶ瀬高千穂道路の

新規事業化については、妥当である。
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対応方針（案）


